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(追記)本文では､ Figlb)かの寄与は計算できる望みがない､ と書いたが､

実はそ うではな(lて容易であるO 例えばt式 (4) の運動筆の和を実行す_ると
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が得 られ るo Fig･la)では､ a-+0の とき Iogsで発散する項が着分の部分か

ら出て来たが (エネルギー分母にあるフォ/ン振動数か ら)､ ここでは slogsI.,J1

となって､ もはや発散 しないO何れ にしそも全 ('問題rLならない｡Fig･lb)紘

一般には Fig･2 の如 く書 くべ きものだが. Fig･2か ら生ず るすべての項を計

算してみても､今までの結論隼変 りないこと･が証明できる｡

ここまではFigola),bjLか考えなかったが､実は､ 電子フォノン相互作用

の一次の cross もerm 虹はもう一つ別を項があって､ それは Fig･3に よっ

て表わ され るO ところで;この項はⅤ(q)とconstという近似をしな くてもクー

ロン相互作用のままで~計算が~実行できるo 結果は Fig･2と本質的に同じで､

電子フ ォノン相互作用か系の土ネルギー及びその PFに関する微分係数に与え

る寄与は､ S/vFまたはその高次のオーダーであ-つて.1完全に無視できるO

以上､ Fig･la),Fig･2,Fig･3を綜 合すると､電子 フォノン相互作用 とク

ーロン相互作用の一次q)cross もermは全部つきているわけで､ その播巣は､

これ E,の項が帯磁率に与え る影響は S/vF の小 ささの程度であって完全に無

視でき る､ ということができる.
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